
 

 

 

 

収穫の秋です 
金色に色づいた稲穂はしっかりと実入り、頭を揺らしながら今か今かと収穫の時を待っております。また沿道には秋桜も咲き乱れ秋の

装いを一層引き立てています。暑さもだいぶ和らぎとても過ごしやすくなりましたし、朝晩はもうひんやりするぐらいの気温です。そ

う吹く風はもうすっかり秋の風となって参りました。これから高地ではだんだんと紅葉も始まり、また取れたての新米も旬の味覚と一

緒に食卓に上ってくることでしょう。スポーツに旅行に読書に、そして何より収穫の秋・食欲の秋の始まりです。今までのコロナ禍で

のストレスを発散するように、皆さん秋の味覚を存分に味わいましょう！肥ゆる秋ですから。しかし気温差がある時期でもありますので体

調を崩している方も多いと思います。食べすぎでのお腹の管理と、体の管理もしっかり気を付けて行きましょう。 

 さて、月日は早くも 10 月となってしまいました。今年も残すところ三ヶ月となってしまいましたが、今月はオヤジライダーの誕生月でも

あります。おめでたいと言えばおめでたいのですが、また一つ歳を取ってしまうと思うとそんなに喜んではいられません。またジジイに一

歩近づいてしまいますからね。と、そんなおめでたい様な話ですが、先月オヤジライダーは十何年かぶりに結婚式に呼ばれてきました。

こちらは本当にとてもおめでたい話です。会場は軽井沢、いつも仲良く冗談も言わせてもらっている大工さんの息子さん（二代目）

の結婚式です。夫婦でお寄ばれしてきました。内容の濃いとてもすばらしい結婚式でした。 

 だんだんと歳を重ねてくると、色々な所に呼ばれる事も多くなりますが、こと冠婚葬祭となれば最近は黒ネクタイばかりです。先日も

しばらくぶりに親戚から電話がありましたが、あーまた黒か？となってしまいます。まあこれもしょうがない事なのですが、ですから結婚式

はとても新鮮でしたし、白ネクタイも新鮮でした。ただあまりにも使っていなかったので、ところどころシミになっており、慌ててクリーニ

ングをいたしました。 

今では当たり前なのでしょうが、結婚式はとてもオシャレなチャペルで行われ、そして出席者全員が参列し見守ってくれました。ここで「自

分の頃は~」などとオヤジが言い出すと昔話になってしまいますので止めておきますが、厳かというよりはとても華やかという感じでした。

沢山の友達たちに祝福されてというのはとても良い物です。ま

た父親と一緒に入場してくる新婦さんもとても綺麗でしたし、

新郎もとても凛々しく、すごく感動的でした。そんなオヤジはと

いいますと、嫁に出す親の立場になりますので、そのあたり感慨

深いものでもありました。ただオヤジライダー気持ちはまだま

だ若いのか、奥さんも同伴なのに、若いお嬢さま方を見て、心な

しかウキウキしてしまいました。 

披露宴も盛大でした。演出も素敵で、とてもよく考えられてい

て、出席者を飽きさせない様に色々な催しがありました。特に新

郎新婦がマーチングバンドでの縁という事もあり、余興

で仲間たちと一緒に演奏してくれましたが、とても迫力があり、

正直もう少し長く聞いていたかった！と思うぐらいでした。オ

ヤジライダーの頃だと余興の音楽といえばせいぜい親戚のおじ

さんが酔っ払ってカラオケで演歌を歌うぐらいでしたが、今

はそんな事も無いのですね。   

しかし、何と言っても一番感動したのは最後の新郎新婦、そし

て両家の挨拶でした。しっかりと両親に自分の思いをはっきり

した言葉で伝えるというのはなかなか出来ることではありませ

ん、両親が涙するのも解ります。さすが二代目だ！また、両家の

挨拶もとても立派でした。いつも一緒に仕事をし、冗談の多い人

ですが、思いやりのある心のこもった挨拶はとても立派なもの

でした。感動し、同席の仲間と二人でウルウルし涙を拭いていた

ら奥さんに「おっさんが二人で泣いている」とかまわれて

しまいました。まあ~傍から見てもおっさんの泣き顔はそんなに

綺麗なものではないですからね。 

この実り多き良き日にお互いに良きパートナーを良い意味で

収穫できたのはとても喜ばしい事です。しかしながら二人の人

生はスタートしたばかりです。共に助け合いながら大いに羽ば

たいていってもらいたいと思っています。月並みな言葉ですが、

“ご結婚おめでとう、末永くお幸せに。” 
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答えは裏面をみてね！  


